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第 21回日本ヘルニア学会学術集会

会　長　植野　望（大阪府済生会吹田病院へルニアセンター）
会　期　2023 年 5 月 26（金），27 日（土）
会　場　大阪国際会議場（グランキューブ大阪）10 階
テーマ　「算用」「才覚」「始末」
学術プログラム
　特別企画
　アジア，世界における JHS：国際化に向けて我々が今なすべきこと．
　シンポジウム
　ラパヘルレベルアップのコツ：ソロサージェリーの克服
　エキスパートから学ぶ鼠径ヘルニア手術（鼠径部切開法）
　鼠径部ヘルニアの診断学
　病院，クリニックにおける鼠径部へルニア短期滞在手術：患者のメリットは，施設のメリットは
　パネルディスカッション
　鼠径部ヘルニア術後慢性疼痛（CPIP）：その発症予防を意識した手術手技と CPIP の治療経験
　鼠径ヘルニア新 JHS 分類を取り巻く問題
　ロボット支援下鼠径ヘルニア手術の現在地と今後の展望
　腹壁ヘルニアに対する手術における算用，才覚，始末を議論する
　前立腺全摘と鼠径ヘルニア修復：先でも後でもお互いに考えるべきこと
　嵌頓ヘルニアに対する治療戦略とその成績
　前方切開法の適応と未来
　ワークショップ
　全身合併症を伴った鼠径部ヘルニア患者の周術期 best practice
　傍ストーマヘルニアを如何に予防/管理/治療するか？
　ラパヘルにおける，術中トラブルを起こさない工夫
　ラパヘルにおける，メッシュ選択のこだわり
　鼠径，腹壁ヘルニアに対する術後フォローアップ
　小児鼠径ヘルニア，対側発生の予防と対策
　「この構造物に注目しています」解剖を意識したこだわりの手術手技
　ヘルニア症例登録が目指す場所
　抗血栓薬治療中における腹壁ヘルニア手術（鼠径部ヘルニア以外）
　サージカルフォーラム
　術後早期合併症の経験と対策
　成人鼠径ヘルニアへの LPEC の適応
　緊急企画：メッシュ留置後に認められた不定愁訴の検討
海外招聘演者
　Wolfgang Reinpold（Chefarzt, Standort Helios Mariahilf Klinik, Hamburg）
　 Yohann Renard（Professeur des Universités - Praticien Hospitalier, Service de Chirurgie Viscérale, Di-

gestive et Endocrinienne, CHU Robert Debré - Reims）
　 Francesco Crafa（Direttore della Chirurgia Generale ed Oncologica dell’Azienda Ospedaliera SAN GI-

USEPPE MOSCATI di Avellino）
日本ヘルニア学会教育セミナー　鼠径部ヘルニア・ベーシック　2単位開講
　鼠径部切開法，腹腔鏡下手術

事務局　〒564-0013　大阪府吹田市川園町 1-2　大阪府済生会吹田病院へルニアセンター
　　　　TEL 06-6382-1521（代表）
運営事務局　〒561-0861　大阪府豊中市東泉丘 4-3-5-1306　株式会社クレッシー
　　　　　　TEL 06-6850-8558　FAX 06-6850-8541
連絡先　office@osakan-hot-hernia-week.jp
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